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Abstract
The purose of this paper is to clarlify viewpoints in theories of the“Tamari-ba”in the Community Education for the youth in the 
Post war Period. As a result of having analyzed various discourses on “Tamari-ba”, it is as follows.
  From the end of the war to the 1950s, “Tamari-ba”meant a kind of relationships which existed commonly in our daily life. And 
some scholars recognized that they had educational effects for the youth. 
  In the mid-1970s, “Tamari-ba” was thought to have lost. So, many actions which aimed to reproduce “Tamari-ba”appeard. 
From the mid-1970s to mid-1980s, “Tamari-ba”facilities which aimed to produce a closely relationship among youth appeard.
  From the mid-1980s, however, theories of the“Tamari-ba”disappered in the Community Education for the youth.






























































































































































































































































































































































































































































































































*3   平林正夫「『たまり場考』-社会教育における空間論的視点」（長浜功編『現代社会教育の課題と展望』明石
書店）、1986。
*4   言説の流布・展開を見るに当たり、必ずしも専門に明るくない自治体職員や住民の目にも留まりやすく、書店で
の入手や図書館等での閲覧が容易な雑誌・書籍等を主に検討の対象とした。
*5   例えば、吉田昇「共同学習のすすめ方」（吉田昇・福尾武彦・碓井雅久・小川利夫『青年の学習活動』農山漁村
文化協会）1959、木下春男「農村のサークル活動」（宮原誠一編『青年の学習』国土社）1960、堀恒一郎「働く
青年の学習形態-個人の学習と集団の学習-」（宮原誠一編『青年の学習』国土社）、1961。
*6   長浜功『社会教育の思想と方法』大原新版社、1980。










*9   大橋健策「地域青年自由大学の創造」（宮川知彰他『青年の学力（講座日本の学力14）』、日本標準）、1979、
pp.402-403。
*10   小川利夫「青年問題の現状と認識」（生活科学調査会編『青年教育（講座・日本の社会教育Ⅲ』、医師薬出版株
式会社）、1961、宮坂廣作「日本における青年運動」（生活科学調査会編『青年教育（講座・日本の社会教育
Ⅲ』、医師薬出版株式会社）、1961。
*11   引用は社会教育推進全国協議会編『社会教育・生涯学習ハンドブック　第７版』エイデル研究所、2005、p.164。
*12   奥田前掲、2001、pp.288-289。
*13   平林正夫「若者たちは“たまり場”をつくる-国立市公民館、コーヒーハウスの実践」（小林文人編『公民館
の再発見　その新しい実践（社会教育実践双書④）』、国土社、1988、pp.86-87。
*14   例えば、平林正夫「公民館青年室の試み-青年期教育の施設と内容を高める視点-」（『月刊社会教育』1976
年12月号、1976。
*15  安藤前掲、2004ｃ参照。
*16   掛谷 治「地域に生き地域を支えつづける青年団活動」（『月刊社会教育』1985年７月号）、1985、笹川孝一
「青年の学習活動の基本をどこに求めるか」（『月刊社会教育』1980年６月号）、1985参照。
*17  このことに関しては、安藤前掲、2004aにおいて詳細に論じているので、参照されたい。
*18   長澤成次「地方自治の確立をめざして」（日本青年団協議会編・発行『地域青年運動50年史』、2001、安藤前
掲、2004c参照。
*19  日本青年団協議会編・発行『青年団強化の手引き 続青年団のビジョンを求めて』、日本青年館、1978、p.37。







№ 発表年 著者 書名・論文名・報告名 出典書籍・雑誌 内容等
1 1946 寺中　作雄 『公民館の建設』 「溜り場」としての戦後初期公民館像を提唱。
2 1961 大田　　堯 「農村のサークル活動」 「たまり場」の発見。
3 1969 高橋　成雄 「「青年宿」の現代版を」 『社会教育』1969.6 コーヒーハウスをモデルとした現代版青年宿、「溜まり場」のあり方を提唱。



























8 平林　正夫 「公民館青年室の試み」 『月刊社会教育』1976.12 「たまり場」の創造を謳う。
9 那須野隆一 『青年団論』日本青年館 生活集団論、生活史学習、たまり場の意義を解説。








12 1979 大橋　健策 「地域青年自由大学の創造」 『青年の学力』（講座日本の学力14） 若干の「たまり場」論の整理あり。
13 1979 冨田　昌宏 「経験を交流し、青年会館論の創造を」（青年団ベ スーキャンプものがり） 『青年』1979.8 「たまり場」としての青年会館論を展開。
14 1980 水元　　修 「都市青年活動のたまり場を」（一言提言） 『青年』1980.1 施設としての「たまり場」の必要性を訴える。
15 千野　陽一 「80年代の展望　学習活動の発展のために」（特集　青年団運動80年代の期待） 『青年』1980.1
1973年より日青協で「たまり場学習推進運動」が展開し
ていたことが明示されている。



































































29 1988 平林　正夫 「若者たちは“たまり場”をつくる－国立市公民館、コーヒーハウスの実践
小林文人編『公民館
の再発見』国土社 実践報告。
30 1990 大村　　恵 「青年のたまり場論①」 『月刊社会教育』1990.9 名古屋市の「たまり場」活動の概括。
31 大村　　恵 「青年のたまり場論②」 『月刊社会教育』1990.10 名古屋市の「たまり場」活動の概括。
32 宮田　和彦 「青年のたまり場論③」 『月刊社会教育』1990.11
瑞穂青年の家団体連絡協議会による「たまり場」の実
践報告。
33 宮田　和彦 「青年のたまり場論④」 『月刊社会教育』1990.12 生活史学習の報告。
34 1991 石黒　康子 「青年のたまり場論⑤」 『月刊社会教育』1991.1 名サ連による「女性のたまり場」の報告。
35 加藤　伸治 「青年のたまり場論⑥」 『月刊社会教育』1991.2 はたや青年会における「たまり場」活動の報告。
36 姉崎　洋一 「青年のたまり場論⑦」 『月刊社会教育』1991.3 ６回の総括。
37 1996 平林　正夫 「現代たまり場論考…若者はどこに居場所を求めているのか」
『月刊社会教育』
1996.3 
青年の「たまり場」論から子ども・若者の「居場所」論
への過渡的文章。
38 2005
平林　正夫
山﨑　　功
小林　　繁
「座談会・居場所づくりの原点を探る」
（特集・居場所づくりの構想）
『月刊社会教育』
2005.1 「たまり場」＝「居場所」の認識。施設空間論として。
